
平成２４年度 第１回文化財審議会議事録 

 
日 時 平成２４年８月６日（月） 午前１０時００分から午前１２時１０分 
場 所 鳥取市役所第２庁舎 ５階第１会議室 
出席者 委員：星見清晴氏、浅川滋男氏、岸本覚氏、高田健一氏 

樫村賢二氏、永松大氏 
（尾﨑信一郎氏 欠席） 

    事務局：林佳史（文化財課長）、佐々木孝文（係長兼文化財専門員） 
       森佳樹（主幹）、加川崇（主任兼文化財専門員）、城市索（主任） 

 
１ 文化財課長あいさつ 

   ６名の委員については、任期満了に伴い、１名を除き５名の委員に再任をお願いしました。

１名の委員については、植物の専門として鳥取大学准教授の永松大氏に委嘱させていただき

ました。本日は、鳥取市指定文化財の候補について諮問させていただきますので、ご審議の

上答申をお願いします。 

 

２ 会長・副会長選出 

  事 務 局：文化財保護条例第２０条に基づき、委員の互選により会長・副会長の選出をお願

いします。 
委  員：事務局で提案を。 

事 務 局：会長を星見委員に、副会長を浅川委員にお願いしたいと思います。 

委  員：了承します。 

 

３ 会長あいさつ 

先日、ＮＨＫ番組でタレントの山田邦子が鳥取を訪れ、砂丘以外には何もないと発言して

いました。鳥取市内にもたくさんの文化財もあるのに、もっと広く鳥取の良いものを知って

いただくように努めなければならないと思います。 

 

４ 審議事項 

（１）鳥取市指定文化財の指定について （赤波川おう穴群） 

  事 務 局：諮問に至るまでの経過を報告（資料１、追加資料１） 
  星見会長：所見について追加説明。 

永松委員：指定地域の範囲は、上流・下流には拡大する可能性はないか。 
星見会長：下流は水田区域でおう穴も数少ない。上流も水深が深くおう穴も見えなくなる。 
浅川委員：山陰ジオパークの範囲内に入っていないか。 
星見会長：範囲は河原町までで、赤波川は範囲外である。 
浅川委員：先日学生と熊野神社に行った帰りに、赤波川に立ち寄ったら、学生も感動してい  

た。近くには三角山や、板井原もあり、周辺の文化財と関連付けたガイドマップ

を作ったらいい。おう穴と言っても分かりにくい。ポットホールの方が良いので

はないか。 
永松委員：追加資料の写真には「赤波川渓谷おう穴群」となっているが、指定名称は「赤波 

川おう穴群」で良いか。 
事 務 局：地元と相談し、検討する。 
高田委員：管理団体は県だが、「おう穴愛護会」の活動に対して助成することは継続できる 

か。 



事 務 局：財政的支援は管理団体である県にでないとできない。 
樫村委員：「おう穴愛護会」や「大村まちづくり協議会」が活動していることが調書に記載 

されていない。現状で評価されているのであるから調書にも記載する方が良いと 
思う。 

事 務 局：いつまでこの活動が続くのか不明であるため、調書には記載せず、参考資料の中 
で活動の状況を記載したい。 

高田委員：水力発電がなくなったら、水深によって見えなくなる可能性はあるか。 
永松委員：現状変更の問題があって以前の時点では指定を見送ったと説明されたが、問題は 

クリアされたか。指定範囲外の上流で水流を変えることが発生したときには現状 
変更の手続きはいるのか。 

事 務 局：現状変更は指定区域の範囲内の行為で考えている。おう穴は、地質の指定なので 
水深の変化があったとしても、壊れるということではないと思う。 

  永松委員：駐車場の整備計画はあるか。 
  事 務 局：計画していない。 
  浅川委員：指定区域内でも５台くらい駐車するスペースはある。 
  岸本委員：看板はどのあたりにあるのか。新設する予定は。 
  星見会長：既存の看板は、文化財的な価値の記載が十分ではない。 
  事 務 局：２５年度に新設する方向で検討する。 
  永松委員：周辺の木の伐採は、バランスを考えてほしい。 

 
５ 報告事項 

（１）登録有形文化財（建造物）申請等の状況について 

  事 務 局：資料２により説明。 
  浅川委員：もっと古い時期の建造物や近代化遺産等で調査されたものも多くある。登録有形

文化財のあり方、良さを所有者に伝えなければならない。指定文化財と同じよう

な煩わしさのイメージがあり、ネックになっているのではないか。 
高田委員：文化財はしめつけるものという印象が強いのではないか。登録と指定の区別を 

明確にし、啓発に努めなければならない。控え目な人は隠れてしまう。 
  事 務 局：智頭町の石谷家住宅、有隣荘、仁風閣を中心に、民間の方がバスツアーを計画さ

れている例もある。 

 
（２）市庁舎整備に係る埋蔵文化財調査の状況について 

  事 務 局：資料３及び追加資料により説明。 
  高田委員：全面調査する範囲はどこまでになるか？ 
  事 務 局：現在、試掘調査を行い薬研堀を検出している。薬研堀は鳥取城に関連する重要な 
       遺構なので、薬研堀を含めた範囲を調査することとなる。 

 
６ その他 

  事 務 局：協議案件なし。 

 
７ 市庁舎整備に係る調査現地で説明 

 
８ 閉 会 


